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練習問題 No.8（7 月 14 日） 
 

問題 

以下の空欄に該当する数値を選べ。もし正答が見つからない場合は、正答に

最も近い数値を選択せよ。また、必要に応じて適当な数表を利用せよ。 

講義ノートNo.3で使用した生徒25人の英語と数学のテストの得点のデータか

ら単回帰分析を行った。具体的には、英語の得点𝑋と数学の得点𝑌との間に単回

帰モデル 

𝑌௜ ൌ 𝛽଴ ൅ 𝛽ଵ𝑋௜ ൅ 𝜖௜ ,   𝑖 ൌ 1, … ,25 

を当てはめ、これを最小2乗推定した。計算の途中で以下の数値も得られた。 

𝑋ത ൌ 60.28,𝑌ത ൌ 60, 

 𝜎ො௑௒ ൌ 197.32,𝜎ො௑
ଶ ൌ 193.2416, 

𝑇𝑆𝑆 ൌ 7928,𝐸𝑆𝑆 ൌ 5037.1119 

(1) 切片𝛽଴の最小2乗推定値は𝛽መ଴ ൌ（ a ）、一方、傾き𝛽ଵの最小2乗推定値は

𝛽መଵ ൌ（ b ）である。 

(2) 重相関係数は𝑅 ൌ（ c ）、決定係数は𝑅ଶ ൌ（ d ）、自由度修正済み決定係

数は𝑅തଶ ൌ（ e ）である。また、𝑋と𝑌の相関係数は𝑟௑௒ ൌ（ f ）である。 

(3) 回帰式の標準誤差は𝑠 ൌ（ g ）である。また、𝛽መ଴と𝛽መଵの標準誤差はそれぞれ

𝑆𝐸൫𝛽መ଴൯ ൌ（ h ）、𝑆𝐸൫𝛽መଵ൯ ൌ（ i ）である。 

(4) 帰無仮説𝐻଴:𝛽ଵ ൌ 0を対立仮説𝐻ଵ:𝛽ଵ ൐ 0に対し、有意水準1%で検定したい。

検定統計量の値は𝑡ଵ ൌ（ j ）であり、これと臨界値（ k ）とを比較して、帰

無仮説は有意水準1%で（ l ）という結論に至る。 

a：①-1.75 ②-1.55 ③-1.35 ④-1.15 

b：①1.02 ②1.22 ③1.42 ④1.62 

c：①0.62 ②0.64 ③0.72 ④0.80 

d：①0.62 ②0.64 ③0.72 ④0.80 

e：①0.62 ②0.64 ③0.72 ④0.80 

f：①0.62 ②0.64 ③0.72 ④0.80 

g：①10.75 ②11.21 ③115.64 ④125.69 

h：①0.03 ②0.16 ③9.98 ④99.57 

i：①0.03 ②0.16 ③9.98 ④99.57 

j：①-6.33 ②-0.16 ③0.16 ④6.33 
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k：①1.714 ②2.069 ③2.500 ④2.807 

l：①棄却されず、英語の得点が高い生徒は数学の得点も高いとまでは言い切れ

ない  
②棄却されず、英語の得点が高い生徒は数学の得点も高いという証拠が得ら

れた  
③棄却され、英語の得点が高い生徒は数学の得点も高いとまでは言い切れな

い   
④棄却され、英語の得点が高い生徒は数学の得点も高いという証拠が得られ

た 

 


